
提出先 組合員→所属所→広島支部

(フリガナ） 申出者

申出者氏名 生年月日

所属所コード 記　　　号

所 属 所 名 組合員等番号

令和 　年　  　月　 　 日   令和

※産前産後休業掛金免除(変更)申出書と一致していない場合、添付書類を求めることがあります。

(フリガナ）

氏　　名

生年月日 令　和

公立学校共済組合広島支部長　様

令和 　　年　　月　　日

申出者氏名

所属所等受付日欄

※所属所で申出書受理日を押印
（又は受付日を記載）

　公立広島

休業開始日 休業終了日（復職日の前日）

　年　  　月　 　 日   

　　　年　 　 　月　　 　 日   

　地方公務員等共済組合法第43条第14項の規定により、産前産後休業終了日の翌日が属する月
以後３月間に受けた報酬の総額をその期間の月数で除して得た額を報酬月額として、標準報酬
を改定することの希望を申し出ます。

添付書類：　産前産後休業掛金免除変更申出書提出者は不要（休業期間が一致する場合※）。

※休業期間が一致しない場合は、確認のため書類の提出を求める場合があります。

【備考】「産前産後休業終了日の翌日が属する月以後３月間」とは、産前産後休業終了日の翌日
において継続して組合員であった期間に限るものとし、かつ、報酬支払の基礎となった日数が17
日未満である月がある場合、その月は産前産後休業終了時改定の算定に使用しません。

　産前産後休業終了後、育児休業等を開始せずに、勤務に復帰した時点で、その産前産後休業に
係る3歳に満たない子を養育しており、原則、産前産後休業取得前より報酬が低下する場合に提
出してください（報酬が上がる場合も提出できますが、標準報酬月額が上がる可能性に留意して
御提出ください。）。

【制度については裏面を御確認ください。】

標準報酬産前産後休業終了時改定申出書

昭和

平成
  年 　  月  　 日  

産前産後
休　　業
承認期間

産前産後
休業に
係る子

共済組合 標準報酬改定月 令和　　　年　　　月 固 定 的 給 与 非 固 定 的 給 与

記 入 欄 改定後標準報酬  　　　級　　　　千円 円 円

（R7.7）§4-004



（R7.7）§4-005



提出先 組合員→所属所→広島支部

(フリガナ） 申出者

申出者氏名 生年月日

所属所コード 記　　　号

所 属 所 名 組合員等番号

令和 　年　  　月　 　 日   令和

※産前産後休業掛金免除(変更)申出書と一致していない場合、添付書類を求めることがあります。

(フリガナ）

氏　　名

生年月日 令　和

公立学校共済組合広島支部長　様

令和 　　年　　月　　日

申出者氏名

所属所等受付日欄

※所属所で申出書受理日を押印
（又は受付日を記載）

コウリツ　キョウコ

公立　教子

７＊＊＊＊ 　公立広島

××市立●●小学校 ○○○○○○

休業開始日 休業終了日（復職日の前日）

　年　  　月　 　 日   

　　　コウリツ　イクミ

　　　公立　育美

　　　年　 　 　月　　 　 日   

　地方公務員等共済組合法第43条第14項の規定により、産前産後休業終了日の翌日が属する月
以後３月間に受けた報酬の総額をその期間の月数で除して得た額を報酬月額として、標準報酬
を改定することの希望を申し出ます。

　公立　教子

添付書類：　産前産後休業掛金免除変更申出書提出者は不要（休業期間が一致する場合※）。

※休業期間が一致しない場合は、確認のため書類の提出を求める場合があります。

【備考】「産前産後休業終了日の翌日が属する月以後３月間」とは、産前産後休業終了日の翌日
において継続して組合員であった期間に限るものとし、かつ、報酬支払の基礎となった日数が17
日未満である月がある場合、その月は産前産後休業終了時改定の算定に使用しません。

　産前産後休業終了後、育児休業等を開始せずに、勤務に復帰した時点で、その産前産後休業に
係る3歳に満たない子を養育しており、原則、産前産後休業取得前より報酬が低下する場合に提
出してください（報酬が上がる場合も提出できますが、標準報酬月額が上がる可能性に留意して
御提出ください。）。

【制度については裏面を御確認ください。】

標準報酬産前産後休業終了時改定申出書

昭和

平成
  年 　  月  　 日  

産前産後
休　　業
承認期間

産前産後
休業に
係る子

共済組合 標準報酬改定月 令和　　　年　　　月 固 定 的 給 与 非 固 定 的 給 与

記 入 欄 改定後標準報酬  　　　級　　　　千円 円 円

記入例

受付印を必ず

押すこと！

◆ 　 11　 ８

○ 　　７　　 ２○ 　　３　　 27

○　　　５　　　８

△　　４　　２

（R7.7）§4-006


